
























































今年度の「音楽の時間」は、 2020年 1月末までに計 3回った。第 1回と 2回は，これまでと同じく「音
楽の時間」の後は一緒に昼食をとりながら歓談する機会を設けているが，第 3回は午後に行ったためそ
うした時間はとっていない。







第 1回 第2回 第3回
年月日 2019年6月17日（月） 2019年 10月29日（火） 2019年 1月12日（火）
時間 1 :30~ 12:30 11:25~12:10 15:00~16:00 
八幡中学校： 八幡中学校： 八幡中学校：


















































































時間 10:30~11:15 11:25~12:10 
吉備中学校：生徒…8名 担任・支援員…4名
参加者 和歌山大学：教員…3名 大学院生…2名
計 17名
◆オープニング
◆自己紹介《Let'sintroduce!》
◆歌おうクリスマスの歌
内容
《おめでとうクリスマス》《ひいらぎかざろう》《きよしこのよる》《ジングルベル》
◆ 00オンステージ！
◆動いて表現しよう
◆クリスマスツリーミュージックをつくろう！
◆エンディング
(4)活動の経過
今年度は，時期的にクリスマスが近いこと，そして和歌山大学から来るメンバーにとは初めて会う生
徒もいたため，季節を意識した活動だけなく，なるべく互いを知り合えるような活動を含めた。また，担
任から 3年生の生徒が本活動でぜひ披露したい踊りがあるのでその時間を作ってほしいとの提案があっ
た。この生徒は，音楽が好きでこれまでの「音楽の時間」も楽しそうに参加している。生徒が希望したの
は， YouTubeの《花が咲く》に合わせて自分で考えた創作ダンスだった。生徒の柔らかい動きと優しい表
情には引き込まれるものがあり，参加者は思わず見入ってしまうか，歌詞を口ずさんでしまうような素
敵な発表だった。なお，当日は参加者に装飾が施された歌詞カードが配られたが，それは同じクラスの 2
年生の生徒がパソコンで作成したものであった。
また，季節にちなんだ活動として，タペストリーのクリスマスツリーのオーナメントとして，直径 10cm
程度の円に切った画用紙を生徒に配り，それぞれ好きな絵（飾り）を暑いてタペストリーに貼ってもら
い，それに合う音を考えて一緒に合奏するという活動を行った。合奏する際は，ファシリテーターがタペ
ストリーの様々な場所を指す。オーナメントが指されれば，そのオーナメントを描いた生徒が考えた音
楽を披露し，幹や葉，そして頂上にある星が指されれば，トウッティ部分として予め決めていた言葉や歌
を，全員で唱えたり歌ったりした。また，先生方や大学院生には適宜楽器を配って伴奏をお願いした。活
動後に行った大学院生との反省会において，手順や配慮等について改善点がいくつか出てきたものの，
生徒達の感じ方や表現の仕方を尊重することで，表現しやすい状況が生まれやすいのではないかという
話になった。
写真）創作ダンスを披露した
生徒の様子
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後日、参加した生徒と先生方からは下記のような感想が寄せられた（抜粋）。
生徒
• ぼくは、 1年生ではじめて体験して、たのしかったです。それと、いままで見たこともない楽器があ
ったのでたのしかったです。またきてください。
• みんなのりのりでたのしかったです。ダンスをおどってみんながたのしんでくれてうれしかったで
す。クリスマスツリーでつくったおんがくがすごかったです。
• はじめてさわった楽器があってずっと見ていたいと思いました。あと音でひょうげんをするこれが
しんせんでおもしろかったです。もっとがっきを知りたいと思いました。
・クリスマスツリーの楽譜をつくつて演奏したことが特に楽しかったです。クリスマスをイメージし
た音楽で早いクリスマスの気分にひたることができました。本当にありがとうございました。
教員
• とても楽しく参加させて頂きました。音楽が始まると、だんだんと場の空気が和んでいくのが手に
取るように感じられました。改めて音楽の素晴らしさを感じました。最後のツリーを飾って一つの
曲を全員で作り上げられた事はとても驚きで達成感があり、子供たちも満足そうで良かったです。
・体を動かし、五感を使い生徒たちも私たちもとても楽しく参加できました。
いろいろな楽器を使っての音づくりはとても新鮮でした。次の機会を楽しみにしています。
ありがとうございました
・クリスマスということでプレゼントの絵をかき木にそれを飾り音楽をつくるといった授業が新鮮で
した。また季節感も味わうことができ最高でした。全員の生徒が笑顔で頑張れていてよかったです。
【おわりに】
本連携事業を始めて今年で7年目になった。 1年ごとに教員も生徒も含め参加者が変化する学校という
場において，ここまで継続できたのは，特別支援学級担任の先生方のおかげであると言っても過言では
なく，本取り組みのきっかけを作ってくださった河島幸子先生，そして河島先生が転任された後にも「音
楽の時間」が継続できるよう引き続き速携をしてくださった南雄次郎先生，松本久三先生に心から感謝
したい。年に数回しか行くことの出来ない状況において，生徒たちがこの時間を楽しみしてくれたのは，
先生方のおかげである。そして，「心の耕し」として，生徒達が安心できる環境の中で試行錯誤しながら
表現できる場をつくること（土壌づくり）の大切さを， 7年目を迎えた現在においてもひしひしと感じて
いる。地道な取り組みではあるが，今後も一緒に活動し意見を交流させながら，それぞれの「音楽の時間」
を育んでいきたい。
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